
 

 

組立体操における事故防止のためのガイドライン  
一人に多大な負荷のかかる技                                          
 ★平面型      

 

★立体型（4段 13人） 

 

★立体型（7段 55人） 

 

 

 

★立体型（151人 10段） 

 

児童生徒が高い位置に上る技                                    

   

跳んだり、倒れたりしてきた児童生徒を受け止める技                                   
 

最大 2.125 人分の負荷がかかる。 40kg×2.125＝約８５

 
 

最大 1.05人分の負荷がかかる。 40kg×1.05＝約４２ｋｇ 

・ １人の児童に２名分以上の負荷がかかるポジションがある演技は実施しない。 

（平面型で３段まで、立体型で６段までとする） 

・ 最上位の児童の足元の高さが、２ｍを越える技は実施しない。 

※  （根拠） 労働安全衛生規則 床面から高さ２ｍ以上の高所での作業について、細かな規則が定められている。 

※       周辺で補助する教職員の手が届き、落ちたり崩れたりする前に対応できる限度の高さと判断。 

・ 跳んだり、倒れたりしてきた児童を受け止める技は実施しない。 

（過去に市内小学校で大きな事故（鼻骨骨折）が発生したため） 

 

最大 2.41人分の負荷がかかる。 40kg×2.41＝約９６ｋｇ 

最大 3.9人分の負荷がかかる 40×3.9＝約１５６ｋｇ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

０ 0.5 0.5 0.75 1.5 0.75 0.875 2.125 2.125 0.875 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 

０ 0.5 0.5 0.525 1.05 0.525 0.225 0.45 0.225 0.184 0.401 0.401 0.184 

 

ガイドラインは、３項目とも適応する技を実施することを想定したものとしている。そのため、例えば、「負荷は

２名分以内だが、高さが２ｍを越える」ような技は実施しない。 


